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法人名称 一般財団法人 ながのこども財団

設立年月日 令和５年２月１日（水）

設立者 長野市

出捐金 80,000,000円

事務所所在地 長野市大字鶴賀緑町1613番地 長野市役所 第二庁舎２階

目的及び事業
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•
•
•

任期：４年 任期：2年 任期：４年

（市内53校区中）

（現在、市社協が受託
している施設）



児童養護施設松代福祉寮 施設長 宮下 孝子

長野市 会計管理者 島田みち代
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【理事長】 長野市 副市長 西澤 雅樹

長野市教育長職務代理者 近藤 守

長野県立大学健康発達学部こども学科 教授 中山 智哉

長野市子育て支援事業所連絡協議会 会長 山浦 悦子

長野市こども未来部こども政策課 課長 伊東 彰

【常務理事】 ながのこども財団 事務局長 日台 和子

市民協働サポートセンターまんまる センター長 阿部 今日子

長野市民生児童委員協議会児童母子父子福祉部会 部会長 石田 三千夫

NPO法人ながのこどもの城いきいきプロジェクト 理事・事務局長 小笠原 憲子

長野市文化芸術振興財団 専務理事 髙橋 要

ながの若者サポートステーション 所長 髙橋 圭子

長野市社会事業協会 理事長 中澤 和彦

弁護士 中嶌 知文

NPO法人長野スポーツコミュニティクラブ東北 理事長 藤牧 博和

＊敬称略
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項 目 具 体 的 な 内 容

職員が児童に向き合う時間を確保
するため、事務の効率化など職員
の負担軽減

 経理・給与システム及び勤怠管理システムを導入し、提
出書類の削減など施設における事務業務の負担軽減

 事務兼務職員制度により、事務の効率化・最適化を図る

職員が安心して働ける職場の構築
及び安定的な職員の確保

 各施設の管理・監督者である館長の「みなし勤務」を廃止
し、常勤管理職として配置

 柔軟な勤務形態（支援員時給制の設定）

 メンタルヘルス、ハラスメントの相談窓口を事務局に設置

職員体制の安定化、ステップアップ
できる体制を構築

 支援員及び補助員を統括し、館長不在等の際には施設
を代表する主任支援員制を導入

 人事交流制度の再構築（適切な人事異動の実施）

 放課後児童支援員認定資格研修の受講を推進（館長、
補助員）

施設職員へのサポート体制の構築

 指導主事に加えて新たに有資格者（公認心理師等）など
の専門支援員を事務局に配置し、巡回指導を行うなど後
方支援体制の構築

 スキルを高めるための各種研修機会の充実
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◆ 市が掲げる基本姿勢と、プラン事業が目指す４つの在り方・姿を

理解・共有・尊重し、その実現に向けて誠心誠意努力する人

◆ 子どもが持つ権利と人権を理解し守るとともに、その自発的で健や

かな育ちや学びを支援することを自らの喜びと捉える人

◆ 保護者支援を含め、子どもを取り巻く環境の整備に努力し、子育て

により適した社会環境づくりに粘り強く取り組むことができる人
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校区責任者兼館長

一つの小学校の児童を一体で支援するという考え方を基に、

同一校区内の施設を一体的に管理するため、各校区に必ず

１名配置

館長
複数の施設を有する校区においては、経過措置として、校

区責任者兼館長が常駐しない施設へ必要に応じて１名配置

主任支援員

校区責任者及び館長が不在の場合の連絡調整等、支援員の

リーダーとして、原則として各施設に１名配置することが

できる

事務兼務職員

① 開館時間前に出勤するなどにより、施設における経理

等の事務処理を集中的に実施する職員を配置すること

ができる（主任支援員、支援員、補助員が兼任）

② 事務処理の適任者がいない施設については、複数施設

を担当することも可能
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♦ ８月中旬から11月中旬にかけて、館長・施設長及び支援員の全員と、補助員の希望者

との面談を実施（534人）

♦ 12月下旬に第一次の内定を通知

・ 館 長 79施設の内、49施設の館長を決定

・ 支援員 勤務施設の変更を要請中（又は検討中）の職員を除き、ほぼ決定

（現時点で勤務施設の変更者は13名）

・ 補助員 現在の館長・施設長に対し、面談等を基に採用の可否の決定を依頼

♦ 今後も随時内定を進めるとともに、雇用の手続きを実施していく

♦ ハローワークに求人情報を掲載するなど、新規採用も同時に進めている（11月～）

（１月12日現在、支援員2名、補助員3名を新規に雇用する予定）
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10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

雇用関係

システム導入関係
(勤怠管理/会計)

各種マニュアル、
法規の作成

契約関係

運営関係

その他
財団
引っ
越し

★会計システム研修

各施設１名を対象に
操作に関する研修

会計システムインストール

・契約、支払関係 ・休暇関係 ・システム操作関係 ・危機管理関係 ・副業届関係 ・その他運営全般

・システムへの個人データ入力
・通勤費計算・名札作成 etc

施設職員との個別面談

各施設人事配置の調整・雇用内定通知
（一次分）

勤怠管理打刻機搬入・セットアップ・操作説明（テスト運用含）

社協の規約・規程・規則・要綱・各種マニュアルの確認

社協から契約引継ぎ
・光熱水費・電話、ネット
・PC、複合機等リース品 etc

翌年度契約準備
・消防用設備点検 ・医療的ケア児対応
・巡回指導員 ・AEDリース etc

社協でのプラン関係契約
内容確認

年間行事予定表作成

R6開館日数等
確定開館時間・開館日数に係る施設との調整

館長
施設
長会

館長
施設
長会

履歴書等雇用
関係書類の提出

新規採用職員の募集 プ
ラ
ン
事
業
運
営
開
始
（
シ
ス
テ
ム
関
係
本
格
運
用
開
始
）

4/２
新人研修

４/10
館長会議雇用内定通知（二次・三次分）


